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町
並
み

Machinami
Uchiko Guide Tour #00

Step back in t ime to the Mei j i  
period. In the Yōkaichi & Gokoku 
historic district are traditional Edo 
and Meiji period residences and 
townhouses.

コ
ー
ス

内子ねき歩き参加者募集中!
ねき歩き専属ガイドがご案内するまち歩き。暮らす人がいる分だけ、
独自の文化や歴史があります。楽しく、ゆっくりと、内子の魅力を紐
解くねき歩き。皆様の参加をお待ちしています !

まち歩きアプリのご案内

ねき歩き全コース上で
ナビゲーションサービスを
ご利用いただけます。

Scan to get the info in 
your own language.

申し込みはホームページから！
で検索！ねき歩き

 www.we-love-uchiko.jp/stroll/stroll4/

 www.we-love-uchiko.jp/

※詳しくは内子町公式観光サイト「内子さんぽ」をご覧ください。

で検索！内子さんぽ

企画・発行／内子町　運用／内子町観光協会
改訂版／ 2018 年5月20日発行 Designed by



内
子
ね
き
歩
き

コ
ー
ス

所要時間 150分

定員 1～15名

距離 1 . 2 km 町
並
み

専
属
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

　
伝
統
文
化
が
薫
る
町
並
み
や
内
子
座
を
ご
案

内
す
る
町
並
み
コ
ー
ス
。
ひ
と
昔
前
の
地
場
産

業
の
名
残
を
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
を
そ
ぞ
ろ
歩

き
ま
す
。
目
の
前
に
広
が
る
空
間
と
古
写
真
を

見
比
べ
、
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
町
の
景

観
に
ふ
れ
な
が
ら
、「
う
ち
こ
時
間
」
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

参加費 お1人様 2,500円
（お茶処でのお茶代や木蠟資料館上芳我邸などの
  有料施設入館料を含みます）

集合場所 八日市・護国町並保存センター
（内子町城廻 211 番地）

集合場所まで
のアクセス

※集合場所の位置は中面マップに記載しております。

散策の際には歩きやすい服装と靴でどうぞ。
また、車などに充分注意し、各自で責任を持って行動してください。

上芳我邸正面

① JR 内子駅から徒歩約 25分
② 内子・五十崎 IC  から車で約 5分。
IC より国道56 号線を右折し松山方面へ。
※ お車でお越しの際は、町並駐車場（有料）を
　ご利用ください。

問い合わせ先 　内子町ビジターセンター（A･runze）

〒791-3301  愛媛県喜多郡内子町内子 2020 番地

☎0893-44-3790
FAX0893-44-3798

開館 9:00 ～16:30（4 ～ 9 月17:30）木曜休館

申込方法 内子町公式観光サイトの「おさんぽコース
（ガイド付き）」を確認の上、ホームページ
からお申し込みください。
www.we-love-uchiko.jp/stroll/stroll4/
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（
昭
和
　
年
初
版
内
子
町
観
光
協
会
発
行
　「
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
う
ち
こ
」
よ
り
一
部
抄
出
）

　
古
い
、
沈
ん
だ
色
彩
の
町
並
に
、
ま
る
で
花
が
咲
い
た
か
の
よ
う
な
一
群
れ―

。
京
都
、
萩
、

高
山
、
妻
籠
と
い
っ
た
所
に
は
、な
ぜ
若
い
女
性
が
多
く
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　
思
う
に
、
女
性
は
感
覚
的
な
惑
溺
が
強
い
せ
い
か
、
木
、
紙
、
土
と
い
っ
た
自
然
の
も
つ
感
覚
の

や
さ
し
さ
の
よ
う
な
も
の
を
、
見
る
だ
け
で
感
じ
取
っ
て
し
ま
う
。
人
間
の
意
識
を
超
え
た
場

所
の
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
受
け
入
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
女
性
の
持
つ

特
性
が
、
古
い
町
に
足
を
運
ば
せ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。そ
れ
は
町
並
だ
け
で
な
く
、
一
軒
の
家
を

と
っ
て
み
て
も
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
家
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
そ
こ
に
あ
る
道
具
の
表
情
や
配
置
、
家
全
体
の
も
つ
気
配

の
よ
う
な
も
の
が
、
住
み
手
の
意
識
的
に
語
ら
な
い
側
面
す
ら
語
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
護
国
・
八
日
市
の
家
並
の
中
で
、
唯
一
公
開
さ
れ
て
い
る
上
芳
我
家
も
明
治
　
年
の
建
築
以

来
、
こ
こ
に
生
き
た
人
々
や
、
生
き
て
い
る
間
に
起
こ
っ
た
で
き
ご
と
や
暮
ら
し
を
、
膨
大
な
脈

絡
の
か
ら
ま
り
あ
い
を
見
せ
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
に
語
り
か
け
る
。

　
む
ろ
ん
、
家
は
住
む
た
め
の
も
の

だ
か
ら
、
住
ま
わ
れ
て
こ
そ
意
味
を

も
つ
。
た
だ
の
構
造
物
で
は
な
く
、

生
き
ら
れ
る
空
間
で
あ
り
、
時
間
だ

か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
っ
と
佇
み
、
ほ
ん
の

少
し
想
像
力
を
働
か
せ
ば
、
そ
の
痕

跡
か
ら
何
か
を
読
み
と
る
こ
と
も
、

停
止
し
た
時
の
刻
み
を
逆
に
動
か
す

こ
と
も
で
き
る
。

　
古
い
家
を
見
た
時
に
覚
え
る
一
種

説
明
し
が
た
い
感
動
は
、
私
た
ち
が

身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
、
本
能
的
に
さ
ぐ
り
あ
て
た
と
い

う
よ
ろ
こ
び
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

「
ね
き
歩
き
」
と
は
？

「
ね
き
」と
は
、内
子
の
方
言
で
「
近
く
」

「
近
場
」の
こ
と
。
近
く
の
小
エ
リ
ア
を

愉
し
む
新
た
な
ま
ち
歩
き
で
す
。

内
子
ね
き
歩
き
噺ば

な
し

蠟
の
老
舗
・
上
芳
我
邸

ろ
う

た
た
ず

し

に

せ

か
み
　

は
　
　
　
が
　
　
て
い

Ne
ki Ar
uki♪
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わ
く
　
で
き

で検索！ねき歩き



ね
は
ん
像

内
子
ね
き
歩
き

コ
ー
ス

町
並
み

⑤
内
子
座

②
木
蠟
資
料
館

　
　
　

上
芳
我
邸

重
要
文
化
財

大
村
家
住
宅

重
要
文
化
財

（
非
公
開
）

内
子
児
童
館

内
子
初
の
学
校

「
化
育
学
校
」の
面
影
が
残
る

本
芳
我
家
住
宅

重
要
文
化
財（

非
公
開
）

高

橋

邸

文
化
交
流
ヴ
ィ
ラ

町
家
資
料
館

八
幡
神
社

う
ぶ
す
な
が
み

ま
ち
の
駅

N
a
n
z
e

内
子
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

A
・
r
u
n
z
e

小
田
川物

資
を
運
ん
で
い
た
川
舟
（
大
正
時
代
）

明
治　

年（
１
８
９
６
）に

設
立
し
た
内
子
銀
行
が
前
身

29

伊
予
銀
行
内
子
支
店

国
鉄
時
代
の

旧
内
子
駅

郷
之
谷
川

予
讃
線

清
正
川

旧
内
子
駅
跡

旭
館

登
録
有
形
文
化
財

活
動
写
真
館
と
し
て
大
正　

年

（
１
９
２
６
）に
建
設
さ
れ
た
旭
館
15

高
昌
寺

町
並
駐
車
場（
有
料
）

①
町
並
み
入
口

　
八
日
市
・
護
国
町
並
み
保
存
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ー
ト

  （
集
合
場
所
）

魚
市
場
跡
地

町
営
の
内
子
魚
市
場

明
治　

年
〜
昭
和
７
年

（
１
９
０
７
〜
１
９
３
２
）

ま
で
営
業

天
正　

年(

１
５
９
１)

、

内
ノ
子
六
日
市
創
設
の
際

社
殿
造
営
さ
れ
た
産
土
神

40

現
在
の
内
子
本
町
商
店
街
は
、
か

つ
て
六
日
市
と
よ
ば
れ
、
八
日
市

と
共
に
木
蠟
産
業
が
発
展
し
て
い

き
ま
し
た
。
大
正
時
代
初
期
に
お

い
て
は
、製
蠟
、製
糸
、酒
造
、木
材
、

木
炭
な
ど
の
諸
産
業
が
栄
え
て
い

ま
し
た
が
、
産
業
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
、ま
ち
の
様
子
は
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

本町2 丁目昭和30年（1955）

映
画「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」ロ
ケ
現
場

昭
和　

年（
１
９
７
７
）

52

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
！

明
治
時
代
半
ば
、
内
子
町
が
全
国
木
蠟
生
産
高

の　

％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
木
蠟
産
業
。

そ
の
製
蠟
町
と
し
て
の
佇
ま
い
を
今
に
伝
え
る

重
要
文
化
財
上
芳
我
家
住
宅
は
、
地
場
産
業
と

住
宅
の
か
か
わ
り
を
示
す
貴
重
な
遺
構
で
す
。

②
木
蠟
資
料
館
上
芳
我
邸

『
明
治
の
内
子
は
木
蠟
の
町
』

30

Q:木蠟とは？
 も く  ろ  う

ハゼノキの実から絞り出た植物油のこ
とをいいます。搾ったままの状態を「生
蠟」。そして更に精製し乳白色になった「白
蠟」または「晒蠟」を総称して「木蠟」と呼
びます。当時は、鬢付け油や織物のつや
出し、軟膏類などに使われました。

さらしろう もくろう

はく

上芳我邸内に展示されている白蠟

ろう

ろう

き

③
せ
だ
わ

『
保
存
地
区
の
特
徴
』

町
並
保
存
地
区
に
は
江
戸
時
代
後
期
か

ら
大
正
時
代
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
町

家
や
豪
商
の
屋
敷
が
軒
を
連
ね
て
い
ま

す
。
懸
魚
、鏝
絵
、出
格
子
、鳥
衾
な
ど

の
意
匠
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
淡
い
黄
色

の
漆
喰
で
塗
り
込
め
ら
れ
た
重
厚
な
大

壁
や
平
入
り
の
建
物
が
特
徴
で
、家
と

家
と
の
間
に
は
「
せ
だ
わ
」
と
よ
ば
れ

る
小
道
や
水
路
が
あ
り
、
大
壁
や
石
積

み
と
相
ま
っ
て
独
特
の
路
地
空
間
を
現

出
し
て
い
ま
す
。

げ
ぎ
ょ

し
っ
く
い

で
ご
う
し

と
り
ぶ
す
ま

こ
て
え

旧
下
芳
我
家
住
宅

登
録
有
形
文
化
財

（
下
芳
我
邸
）

１９７０年代の町並み

宿
場
町
的
な
性
格
が
強

か
っ
た
護
国
地
区
。

①
町
並
み
入
口

④
内
子
の

　
　

本
町
通
り

　
　
　
　

『
娯
楽
の
殿
堂
、内
子
座
』

内子座・内子小学芸会昭和7年（1932）

招き狐はどこかな？

大
正
４
年（
１
９
１
５
）、
町
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

大
典
紀
念
株
式
会
社
内
子
座
。
翌
年
の
こ
け
ら
落
し
は
、
淡

路
の
人
形
浄
瑠
璃
（
吉
田
傳
治
郎
座
）
で
し
た
。
興
行
が
あ

る
日
は
、太
鼓
櫓
か
ら
歯
切
れ
の
よ
い
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。
平
成　

年（
２
０
１
５
）に
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
翌
年
、創
建　

周
年
を
迎
え
た
内
子
座
。
取
り

壊
し
の
危
機
を
乗
り
越
え
た

内
子
座
は
、
文
楽
や
狂
言
な

ど
の
古
典
芸
能
の
ほ
か
、町

の
文
化
ホ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ

れ
、
現
役
の
芝
居
小
屋
と
し

て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

100
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⑤
内
子
座

白蠟生産の場であった釜場

ね
き
歩
き
コ
ー
ス
内
ス
ポ
ッ
ト

現
在
の
ス
ポ
ッ
ト

今
は
な
き
姿
・
古
写
真

時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る

　
　
　
　
　
　

内
子
ま
ち
並
み
歩
き

む
い
か
い
ち

よ
う
か
い
ち

重
要
文
化
財

ゴ
ー
ル

曹
洞
宗 

護
国
山

禅
昌
寺

曹
洞
宗 

瑞
桂
山
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